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　12月議会が11月25日から12月18日の会期で開催されています。今
議会は、11月18日に出された「財政健全化計画（素案）」について
の是非を問うものです。執行部は大胆な既存事業の削減案を関係団体
との協議もないままに発表し、今後丁寧な説明を行うとしています
が、急な財政難、年10憶10年で100憶の赤字、夕張にもなりかねない
という市長の市内全域の説明は市民に大きな不安を強いることになっ
ています。市長は無い袖は振れないと言っていますが、一律の予算
カット廃止だけではなく、メリハリのある予算配分をし、夢を与える
のが市長の役目と考えて、市民の皆様の声を聞きながら大いに議論を
すすめてまいります。
　財政難は節約やお金を稼ぐことで補えますが、必要以上に煽ること
による若者の流失、市民の意識の減退、笠岡市の職員採用まで影響が
でかねません。笠岡市民が一体になって、この苦境での一人ひとりの
小さなチャレンジの積み重ねにより、潜在的な笠岡の粘りを今こそ発
揮する時ではないかと思っています。決して人材難にならぬように前
へ前へ突き進みましょう。

財政健全化の流れ
8月20日　財政難説明・記者発表
9月　　　市内一円での財政説明会
11月18日　財政健全化計画（素案）発表
11月22日～12月23日
　　　　パブリックコメント募集
12月4日～6日　議会一般質問
12月12日　総務文教委員会協議会
12月13日　厚生産業委員会協議会
12月18日　12月議会最終日
最終確定は2月ごろになると思います。
引き続きご意見をお寄せください！

11月16日・17日アイランダー2024
東京池袋で開催の全国の離島の祭典アイ
ランダー2024に参加し、笠岡諸島の取
組をPRすると共に、「大人の島留学」
の来年度募集の説明会を実施しました。
他に石のペインティングワークショッ
プ・特産品の販売も行いました。六島の
元インターン生・六島塾・島ラボ関係の
東京・神奈川の皆さんが応援に来てくれ
ました。

12月7日・8日の2日間、笠岡総合体
育館で岡山シーガルズのSVリーグ
の公式戦が行われました。監督が小
飛島出身ということで、応援する会
を結成して、毎年笠岡大会を出店で
盛り上げています。飛島から恒例の
ぶんずぜんざいのお接待の他、笠岡
ラーメンや近隣の市町村からも物販
を行い多くの方々に愉しんでいただ
きました。

旧暦の24日は笠岡大仙院の縁日が行われま
す。昨年の8月から毎月、早朝6時に増井住
職の法話を聞く会並びにラジオ体操を実施
しています。現在6名程度ですが、どなた
でも参加できます。仏教の話から笠岡市政
の話など内容豊富で、ミニ講話の予定です
が、最近は盛り上がり30分を超える事は常
時。早起きは3文の得。月1回の法話、一緒
に愉しみませんか。次回は12月24日（火）
大仙院午前6時集合です。

市役所機構改革案抜粋
※定住促進センター廃止
→空き家関係（都市計画課）
→移住・協力隊関係（まちづくり課）
→市のPR関係（企画政策課）
※部の統合
→こども部と健康福祉部を統合
→上下水道部と建設部を統合
保健師や技術職などが流動体制で対応
できる体制づくりを進める。

※具体的な改革案については後援会
ホームページに掲載します。

2024年を振り返って
　今年は、市議会議員1年目として自己採点す
ると60点ぐらいだったかなと思っています。
　元職員としての経験をもっと活かして大胆に
活動していく事が求められています。何かしら
遠慮の部分が正直ありました。笠岡市の発展た
めに共に汗をかく仲間として大胆に提案をして
いきたいと思います。もっと色々な要望や相談
を寄せていただき、それに向き合いながら議員
としての経験値と信頼を深めたいと思っていま
す。今後ともよろしくお願いします。

　

これなら出来そう！サンダル議員
レンタル！島巡りをご案内します！



見に過ぎないと言った感想です。議員一人
ひとりが市民の声を真摯に聞いて、それを
議会の中で意見交換し、そして議会の声と
して執行部とのやり取りをしないとあまり
意味をなさないのではと思います。委員会
報告でこのような意見が出されましたとい
うだけで、その重みを執行部が認識するよ
うな行程を経ていないと単なる意見として
片づけられそうな気がする。

シリーズ「まちづくり考」⓷
　今回は、今北木島で実施している「島ラボin北木
島」の中で、NPO法人かさおか島づくり海社の森本
洋子副理事長のお話をお聞きする中で心に残ったお
話を書きたいと思います。
　森本洋子さん（真鍋島）については、知らないと
、もぐり？と言われるくらいの笠岡諸島の活性化の
立役者の1人です。現在は、NPOの副理事長として、
島のデイサービス事業の管理者やNPOの事務局とし
て企画運営をされています。特に真鍋島ではうらら
の家の管理者と島の民生委員も兼務されています。
先日の島ラボの中で、現在の真鍋島の福祉事情のお話を伺いまし
た。現在真鍋島には要介護者が9名いて、その内6名の家族の方は親
の介護のために島にUターンされて面倒を見ているとのことです。
これって凄くないですか？介護事業は島の活性化とは逆のパターン
と思っていたのですが、Uターンした方々の話を聞くと、自分の親が
島で生活するためには、デイサービス職員や森本さんのような民生
委員の方のサポートが無くては生活できない。これまで多大なサ
ポートをしていただいているので、人任せにしてお願いする事は出
来ないと言うのです。森本さんは要介護者の方々の身内の方とのコ
ミュニケーションを密にして、何かあった時は即座に対応できる
ネットワークを構築されています。
　コロナ以降、地域の絆の必要性が叫ばれる中、島のキーマンに
よって構築されたネットワークがあり、当事者だけでなく家族との
コミュニケーションが取れることが真鍋島独自の介護事業を展開で
きる秘訣であり、そんな絆により、島へのＵターン者が増えている
という素晴らしい事例を聞くことが出来ました。地域の一人ひとり
が自分事として真剣に高齢者のことを考えることにより、新たな突
破口が拓けると言っても過言ではありません。

１.年10憶10年で100憶の赤字報道について
財政に関する危機感を煽ることにより市民に極端な不安をあたえるだけ
でなく、対外的な笠岡のイメージダウンが大きい。市長として歳出の削
減だけでなく、予算にメリハリを付けて市民に提示すことが政治家の仕
事ではないか。素案の説明を市民に直接説明する機会を設けるよう訴え
ました。
2.財政健全化プランの素案策定経緯について
急な財政難報道から、関係団体への協議も不十分な案を提案され、従来
笠岡市がやってきた事のない手法は副市長の県の財政再建の踏襲かと問
いながら、市役所の職員十分理解しモチベーションが下がらないように
十分なコミュニケーションを持って取り組んで欲しいと考えています。
３.素案の今後の修正の余地について
パブコメ以外にも、直接市長にアポをとって意見を言われる団体もあ
り、時間のゆるす限り直接話を聞くスタンスであると回答。
４.歳入確保の具体策について
企業誘致については既存の工業用地が完売し、新たなる工業用地の取得
を進める。施設の使用料については、7年度見直し、8年度改定の予
定、ふるさと納税の推進等の回答がありましたが、今後の取組による希
望的な観測でした。
５.福祉事業の大幅カットについて
障害者も含めた笠岡市民の基本的人権・安心・安全の生活には手を付け
ていないと明言されていますが、個々の事業については各委員会協議会
で議会としての意見を述べていくことになります。パブリックコメント
等により素案の変更もありうるとの回答。
6.栗尾市政の今後の光は？
一般質問初日の桑田議員への回答の中で、4つの無料化の一つである保
育料の2人目以降の無料化に取り組むとの回答をされています。

【私の思い】
当初市長は職員の給与に手を付けないと言っていたにもかかわらず、一
般職員の給与まで削減対象としています。市長自らの給与ですが、これ
までの市長は着任時の7月から任期いっぱい4年間10％カットをされて
います。一方栗尾市長は、財政説明会での市民の声を受けてか市長自ら
の給与カットを提案していますが、来年4月から1年限定です。危機感
をもって財政健全化を進めると言いながらご本人の給与についてはその
ような状態です。これで、職員や市民の理解を得られるのでしょうか。
勿論、議員報酬もしかりです。

②機構改革について
このことについても、財政健全化プラン（素案）と共に提案されたもの
です。提案を急ぐあまり、職場内での協議が十分でないとの声がありま
す。

1.策定目的・経緯・今後の協議について
十分な協議を進めて来年2月には最終案をまとめる。①財政健全化プラ
ンにも機構改革を明記しており、部や課が統合される事による管理職の
減少、流動的に仕事に取り組む事による効率化を図ると回答。
しかし、流動化というより、部長の退職後の不補充については、人材不
足？と感じるのは私だけでしょうか。
2.定住促進センターの廃止について
何処の市町村も定住促進については最重要施策と位置付けていると認識
し、笠岡市も方向性は同じと考えていましたが、まさかのセンターの廃
止です。空き家の部分→都市計画課、移住受入れ・協力隊→まちづくり
課（協働のまちづくり課より課名変更）シティーセールス等→企画政策
課に移管される予定です。
定住施策は空き家対策ではないと思っています。空き家バンクへの登録
やマッチングは不動産業者にまかせればいいと思います。定住施策は地
域に足りない人を地域外からスカウトすることです。地域おこし協力隊
の考え方もこれに似ています。理想は、地域・まちづくり協議会等が活
動の中で必要な人材を地域を超えて協力隊制度を活用して地域に呼び込
み、地域の方々と共に地域課題解決に取り組むことではないかと思いま
す。観光→関係人口→移住その流れの中でその窓口、看板は降ろしてほ
しくないというのが想いです。

【私の想い】
　11月の後援会だよりでも書きましたが、笠岡市の政策を全庁的に進
める意味での「調整組織」、例えば「企画調整課」的な役割を担う部署
の必要性を感じます。部を統合して流動化させてそれを機能させること
はその組織の管理職の手腕が試されるとこですが、かなり弱い気がしま
す。
　財政健全化等による機構改革にとどまらず、組織を機能させるため、
笠岡市の主要施策を推進するためにも、攻めとしての機構改革であって
欲しいと願うところです。

　11月18日の財政健全化素案の説明を受けて、12月議会では市民の
意見を反映した議会での議論とすべく質問を行いました。
　今回で3回目となります。12月の一般質問は下記のとおりです。

　素案が発表されて、福祉分野の方々を中心に多くの意見が寄せられ
ています。市長はあくまで素案と言いながら、パブリックコメント以
外にどういった方法で想いを届けられるか？急な財政難の報道以降笠
岡の街は死んでいる。厳しい台所事情の中、市長としてどう切り盛り
するかが問われていると思います。一律カット、市民にしわ寄せを強
いる財源確保を市民は求めていません。

【編集後記】
　12月議会は私の中ではこれまでで一番充実した議会でした。改め
て議員の役割を自分自身で考えてトライしたつもりです。思い余っ
て不適切な発言をする場面もあり、反省点もありますが、自分なり
に問題点を見つけて、その裏を取るといった地道な取組でした。
　一般質問・厚生産業委員会等でも積極的に意見を述べさせていた
だきました。私は元職員という経験値を活かして市政発展のために
力を尽くすために議員にならせていただきました。
　今回の財政健全化プランについては、福祉分野を中心にかなり市
民の方々の声が出されていましたが、議会としての対応はどうで
あったかと、少し疑問を持つところがあります。各委員会では協議
し、意見が述べられていますが、個々の意

　先日、竹喬美術館友の会を紹介いただき、早速加入したら何
とこんなにいただきました。
　竹喬先生の語録集や友の会報バクナンバーなどなど、友の会
の年会費は3000円で、特別展は何回でも、特別陳列は会期中1
回という特典です。その他にも会報誌や友の会の旅行のご案内
もあり、大変得をした想いです。
　11月23日にはギャラリートークが企画されていたので、今開
催の入江酉一郎画伯の特別展を学芸員の方の解説付きで1時間鑑
賞させていただきました。学芸員さんの作品収集の苦労話やパ
ンフレットに使う作品の選考の仕方等々。毎回の特別展のパン
フレットの写真は担当学芸員の一推しの作品が選ばれるとか。
でも、作風や被写体に寄って受け取る側の反応が変わるそうで
す。今回は動物なのでポスター等貼ってもらいやすいとか。特
製の動物クッキーやペーパークラフトも販売されています。

①財政健全化計画素案について

12月6日（金）
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